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　姉妹都市の韓国・東海市と実施している職員の交換派遣
で、東海市職員の鄭

チョンピョンヨン

平龍さんが市役所での勤務を始めまし
た。交換派遣は、1991 年の姉妹都市締結 10 周年を記念し
て始まり、東海市からの研修職員は鄭さんで 13 人目となり
ます。
　鄭さんは、11 月 30 日までの 6 カ月間、各課で行政シス
テムを学ぶ予定で、特に「観光関係の施策を勉強したい」
と意気込みを語りました。

　走行中に CO （二酸化炭素）を排出せず環境に優しい電
気自動車の試乗会が、若狭湾エネルギー研究センター（長
谷区）の周辺道路で行われ、市内の高校生が試乗しました。
これは、世界各国から原子力関係者らが集まる「第６回敦
賀国際エネルギーフォーラム」に併せて行われたイベント
で、敦賀工業高校、敦賀気比高校、敦賀高校の生徒が参加
しました。生徒らは、興味津々に電気自動車に乗り込み、
走行中の快適な乗り心地にびっくりしていました。

　県民の歯を守る週間（6 月 4 日～ 10 日）に合わせて、恒
例の「歯ッピーフェア」がポー・トンで行われました。会場
では、歯科医師や歯科衛生士が無料で歯の検診や歯みがき指
導を行い、訪れた買い物客らに健康な歯を保つためのアドバ
イスをしました。また、イベント中には、磨き残しを数値で
判定する「歯みがき名人コンテスト」が行われ、参加した小
学生らが、家族や観客の声援を受けながら 1 本 1 本丁寧に歯
を磨いていました。

　日頃から安全・安心のまちづくりに貢献している「敦
賀市防犯隊」の辞令交付式が行われ、市内 10 支隊 103
人の方が河瀬市長から辞令を受けました。また、引き続
いて防犯パトロールの出発式も行われ、隊員らは、河瀬
市長や山口泰

やすひろ

弘敦賀警察署長から激励を受けた後、早速、
青色回転灯を付けた自家用車で各地区のパトロールへと
出かけました。隊員の任期は平成 22 年までの 2 年間で、
今後、街頭パトロールを中心に市内の犯罪抑止のための
活動に取り組んでいきます。

6 月 2 日　韓国・東海市職員が市役所に赴任

６月 ８日　歯ッピーフェア

辞令交付式（上）と
パトロール出発（右）

虫歯がないといいな～

研修の意気込みを語る鄭さん

  ホームページ（http://www.ton21.ne.jp/）でも公開中！ 

    （ここに載せきれなかったイベントも掲載しています）

あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。  

　 広報広聴課　☎２２ー８１１２　

アンニョンハセヨ！

虫歯はないかな～

6 月 9 日　防犯隊辞令交付＆パトロール出発式

6 月 22 日　敦賀市総合美術展

犯罪から敦賀を守る

乗り心地抜群の電気自動車に喜ぶ敦賀工業高生

作品鑑賞を楽しむ来場者

6 月 6 日　高校生が電気自動車を試乗

乗り心地 最高！

被災者を救援する福井県民の会 ユースチャレンジャー・きらめき隊

東浦体育協会敦賀高校生徒会・JRC

　ミャンマーサイクロン災害や中国四川大地震、岩
手・宮城内陸地震の被災者に役立ててもらおうと「被
災者を救援する福井県民の会」「敦賀高校生徒会・
JRC」「ユースチャレンジャー・きらめき隊」「東浦体
育協会」の４団体が、それぞれ日赤敦賀市地区事務局
がある市役所を訪れ、河瀬市長や塚本副市長に救援金
を手渡しました。各団体が街頭募金や体育大会などで
集めたこの救援金は、日赤福井県支部を通じて被災地
へ届けられます。なお、敦賀市赤十字奉仕団も募金活
動を行い、直接日赤福井県支部へ手渡しました。

市内各団体が被災地へ救援金を寄付

被災地に元気を！
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　「広げよう・文化の輪」のテーマのもと、
敦賀市総合美術展が 6 月 22 日～ 29 日に、
プラザ萬象で行われました。今年は、敦賀市、
美浜町、若狭町から、日本画や絵画、版画、
彫刻、写真など、7 部門に力作 295 点が出
展されました。会場には多くの人が訪れ、
制作者の思いの詰まった作品に見入ってい
ました。

力作アートがズラリ
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